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 （続紙 ２ ）                            
 
（論文審査の結果の要旨） 
著者は博士後期課程の研究において、求核触媒として作用する含窒素複素環カル
ベン（ＮＨＣ）触媒を用いた２つの興味深い分子変換反応の確立を行った。第一に、
スルホニルアルキノールを基質とする環化反応においてスルホニル基の転位を伴う
ことを発見し、その触媒反応の確立ならびに展開を検討するとともに、反応機構を
明確にしている。第二に、キラルＮＨＣ触媒を用いる触媒的アシル化反応を利用し
て、α-ヒドロキシチオアミドの速度論的光学分割法を明確にした。ここでは、適切
なカルボン酸を共触媒として用いることを興味深い戦略としており、論理的かつ合
目的に実験を重ねることで反応機構の解明と反応条件の最適化を達成している。本
研究は、ＮＨＣ触媒反応における新たな発見と意義を与える研究として評価できる。 
論文は申請者が実施した実験結果をもとにまとめてあり、博士論文として十分に
認められる形として出来上がっている。よって、本論文は博士（薬科学）の学位論
文として価値あるものと認める。また、平成３０年２月２０日、論文内容とそれに
関連した事項について試問を行った結果、合格と認めた。 
 
 
 
 
 
 
